
「日本の食」魅力再発見

セミナー会場（全国４ヵ所で開催）

ＴＫＰ札幌ビジネスセンター
赤レンガ前（はまなす）

※ＪＲ札幌駅　徒歩５分

【札幌会場】　月９日（水）
ＴＫＰ東京駅前カンファレンス
センター（ホール９Ａ）

※ＪＲ東京駅　徒歩１分

【東京会場】　月日（火）

ＣＩＶＩコンベンション北梅田．
Ｔ．Ｃ（）

※ＪＲ大阪駅　徒歩５分

【大阪会場】　月日（火）
ＴＫＰガーデンシティ博多
アネックス

※ＪＲ博多駅　徒歩５分

【福岡会場】　月日（木）

　田崎　真也氏
［講演者］

　
和
歌
山
県
那
智
勝
浦
町

生
ま
ぐ
ろ
丼
　

優
良
な
漁
場
が
目
前
に

豊
か
な
水
産
物
で
発
展

近
隣
の
観
光
地
を
周
遊

食
の
楽
し
み
が
広
が
る

全国の再生事例から学ぶ

日
本
ト
イ
レ
大
賞

草
津
町
な
ど

件
初受賞

都
内
で
の
集
い
に

人

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
　

活
動
や
講
演
な
ど
ＪＮＴＯ

直
販
ア
ッ
プ
実
践
術
⑫

　　ウェブで稼ぐ 松本慶大

人
気
１
位
は
神
宮
外
苑

ビ
ッ
グ
ロ
ー
ブ
、紅
葉
ス
ポ
ッ
ト

館
内
に「
法
要
室
」

ク
レ
メ
ン
ト
徳
島

受
講
申
し
込
み
者
は

過
去
２
番
目
の
多
さ

ク
ル
ー
ズ
認
定
委

第
一
グ
ラ
ン
パ
レ

破
産
手
続
き
開
始

帝
国
デ
ー
タ
調
べ

今
年
１
月
の
ま
ぐ
ろ
祭
り
で
の
解

体
「
一
頭
造
り
」
の
見
学
に
集
ま

っ
た
観
光
客
ら

㊤生まぐろ丼
㊦魚市場に並ぶ生まぐろ

　
那
智
勝
浦
の
ま
ぐ
ろ
を
Ｐ
Ｒ
す

る
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
が
「
ま
ぐ
ろ

祭
り
」
。
毎
年
冬
に
開
か
れ
、
来

年
１
月
で

回
を
数
え
る
。
同
町

観
光
協
会
事
務
局
次
長
の
吉
野
剛

弘
さ
ん
は
「
町
自
慢
の
地
域
食
材

を
全
国
に
広
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
定
着
し
た
」
と
話
す
。
毎
年
１

万
２
千
人
を
超
え
る
来
場
者
が
県

内
外
か
ら
訪
れ
る
。
生
ま
ぐ
ろ
の

直
売
は
も
ち
ろ
ん
、
２
千
人
分
の

ま
ぐ
ろ
汁
の
配
布
や
解
体
イ
ベ
ン

ト
な
ど
〝
ま
ぐ
ろ
づ
く
し
〟
だ
。

　
生
産
者
の
仕
事
を
身
近
に
感
じ

る
施
策
も
取
り
入
れ
て
い
る
。
同

町
で
は
、
町
内
の
宿
泊
施
設
に
泊

ま
っ
た
人
を
対
象
と
し
た
市
場
見

学
を
実
施
。
漁
協
職
員
の
解
説
を

聞
き
な
が
ら
、
迫
力
あ
る
競
り
の

様
子
な
ど
を
間
近
で
体
感
。
新
鮮

な
食
材
を
消
費
者
に
届
け
る
生
産

者
の
仕
事
の
一
部
分
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
教
育
旅
行
に
も
力
を
入
れ
、
県

外
の
中
学
・
高
校
生
が
漁
協
や
魚

市
場
を
訪
れ
る
コ
ー
ス
を
採
用
。

生
ま
ぐ
ろ
の
魅
力
を
伝
え
る
努
力

を
欠
か
さ
な
い
。

　
従
来
か
ら
広
域
観
光
を
推
進
し

て
い
る
が
、
理
由
は
「
那
智
勝
浦

だ
け
を
訪
れ
る
観
光
客
は
ほ
と
ん

ど
い
な
い
の
で
、
白
浜
や
伊
勢
な

ど
近
隣
の
観
光
地
を
周
遊
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
食
を
楽
し
む
人
を
よ
り

多
く
呼
び
込
む
た
め
」
（
吉
野
さ

ん
）
と
い
う
。
白
浜
の
ク
エ
、
伊

勢
の
伊
勢
エ
ビ
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
を
代
表
す
る
地
域
食
材

が
あ
り
、
食
の
楽
し
み
を
広
げ
て

い
る
。
ま
た
、
地
元
の
色
川
地
域

推
進
委
員
会
が
、
地
域
活
性
化
の

優
良
事
例
を
表
彰
す
る
農
林
水
産

省
の
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村

（
む
ら
）
の
宝
」
に
選
定
さ
れ
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
お
こ
し

の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
課
題
も
。
地
域
を
訪
れ

る
外
国
人
観
光
客
が
増
加
し
て
い

る
が
、
メ
ニ
ュ
ー
の
多
言
語
化
や

対
応
の
仕
方
は
ま
だ
十
分
と
は
言

え
な
い
。
吉
野
さ
ん
は
「
今
後
は

県
や
町
と
協
力
し
て
、
外
国
人
に

も
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
努
力

し
た
い
」
と
意
欲
を
み
せ
る
。

　
最
近
で
は
、ま
ぐ
ろ
丼
が
各
種

コ
ン
テ
ス
ト
で
上
位
入
賞
し
た

り
、雑
誌
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ

ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
す
る

な
ど
注
目
さ
れ
、漁
業
関
係
者
や

地
元
飲
食
店
の
意
欲
を
高
め
て
い

る
。吉
野
さ
ん
は「
注
目
が
誘
客
に

つ
な
が
れ
ば
」と
期
待
し
て
い
る
。

　
農
林
水
産
省
が
推
進
す
る
「
日
本
の
食
で
お
も
て
な
し
」
事
業
で
は
、
先
進
的
な
取

組
を
行
っ
て
い
る
地
域
を
全
国
で
６
カ
所
選
定
し
て
い
る
。
本
紙
で
は
、
６
地
域
の
地

域
食
材
の
魅
力
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
「
食
」
を
活
用
し
た
観
光
振
興
の
取
組
に
注

目
す
る
。
今
週
号
は
和
歌
山
県
那
智
勝
浦
町
の
「
生
ま
ぐ
ろ
丼
」
。

　
那
智
勝
浦
町
は
近
海
に
優
良
な

漁
場
が
広
が
り
、
昔
か
ら
水
産
物

が
豊
か
な
町
と
し
て
栄
え
て
き

た
。
そ
の
中
で
も
「
生
ま
ぐ
ろ
」

は
別
格
。
町
内
に
は
生
ま
ぐ
ろ
を

取
り
扱
う
飲
食
店
、
販
売
店
が


店
以
上
も
あ
り
、
「
紀
州
勝
浦
産

生
ま
ぐ
ろ
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化

を
推
進
す
る
な
ど
、
町
の
発
展
に

は
欠
か
せ
な
い
地
域
食
材
だ
。

　
那
智
勝
浦
の
生
ま
ぐ
ろ
は
、
長

い
幹
縄
に
多
数
の
枝
縄
を
付
け
、

そ
の
先
の
釣
り
針
に
え
さ
を
付
け

る「
は
え
縄
漁
法
」で
捕
獲
す
る
。

資
源
は
豊
富
で
「
は
え
縄
漁
法
の

ま
ぐ
ろ
水
揚
げ
高
日
本
一
」
を
誇

る
。
巻
き
網
と
異
な
り
魚
体
に
傷

が
付
か
ず
、
生
き
が
良
い
ま
ま
水

揚
げ
さ
れ
る
。
遠
洋
で
捕
獲
す
る

ま
ぐ
ろ
と
違
い
、
冷
凍
の
必
要
が

な
い
た
め
、
解
凍
時
に
う
ま
味
と

栄
養
分
が
ド
リ
ッ
プ
と
し
て
流
れ

て
失
わ
れ
る
心
配
も
な
い
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
方
が
あ
る

が
、
最
も
人
気
な
の
は
、
新
鮮
な

生
ま
ぐ
ろ
の
う
ま
味
を
そ
の
ま
ま

生
か
し
た
　

「
ま
ぐ
ろ
丼
」
だ
。

店
舗
ご
と
に
、
漬
け
に
し
た
り
す

し
飯
を
使
っ
た
り
し
て
工
夫
し
て

い
る
の
で
、
食
べ
比
べ
て
も
楽
し

い
。

　
観
光
客
が
町
内
の
飲
食
店
で
昼

食
を
取
る
時
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

ま
ぐ
ろ
丼
を
注
文
す
る
。
ま
ぐ
ろ

丼
は
、
町
を
代
表
す
る
グ
ル
メ
と

言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

第
一
部
・
基
調
講
演

「
旅
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
食

の
重
要
性
に
つ
い
て
」

田
崎
真
也
氏
（
国
際
ソ
ム
リ
エ
協

会
会
長
）

第
二
部
・
地
域
食
材
に
つ
い
て

「
地
域
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

作
り
に
つ
い
て
」

一
般
社
団
法
人
日
本
野
菜
ソ
ム
リ

エ
協
会

第
三
部
・
事
例
紹
介
と
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

〈
事
例
紹
介
〉「
食
を
活
用
し
た
観

光
振
興
の
取
組
に
つ
い
て
」
（
取

組
地
域
／
２
地
域
よ
り
）

〈
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉

「
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
観
光
地
域

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」

第
四
部
・
名
刺
交
換
会

　
各
日
午
後
１
時
～
同
４
時
半
。

参
加
無
料
。
申
し
込
み
は
、
日
本

の
食
で
お
も
て
な
し
デ
ス
ク
（
Ｊ

Ｔ
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
霞

が
関
第
一
事
業
部
内
）
☎
０
３

（
６
７
３
７
）
９
２
７
３
、
ま
た

はomotenashi@bwt.jtb.jp

〈〉

青木　康弘

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー

パ
ー
ク
の
再
生
事
例
は
全
国
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の

中
で
も
成
功
事
例
と
言
わ
れ
て

い
る
も
の
に
は
共
通
点
が
あ

る
。
今
回
コ
ラ
ム
で
は
、
自
力

再
生
を
目
指
し
て
い
る
全
国
の

旅
館
・
ホ
テ
ル
に
と
っ
て
参
考

に
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し

た
い
。

　
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
投
資

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
を
自
分
の
子

ど
も
の
よ
う
に
大
切
に
し
て
い

る
経
営
者
は
、
館
内
の
老
朽
化

し
た
部
分
全
て
に
投
資
し
た
い

と
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
予
算

の
制
約
上
な
か
な
か
難
し
い
の

が
実
情
で
あ
る
。
無
理
を
し
て

全
面
的
に
投
資
を
行
う
あ
ま

り
、
借
入
金
の
返
済
が
な
か
な

か
進
ま
な
く
な
る
の
は
本
末
転

倒
だ
ろ
う
。

　
全
国
の
再
生
事
例
を
見
る

と
、
思
い
切
っ
て
メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
た
投
資
を
行
っ
た
館
が
成

功
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
力
を
入
れ
る
こ
と
が
多
い
箇

所
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
一
部

（
ロ
ビ
ー
、売
店
、ラ
ウ
ン
ジ
、

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
な
ど
）
や
ブ
ッ

フ
ェ
会
場
で
あ
る
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
や
ブ
ッ
フ
ェ
会
場
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
に
力
を
入
れ
る
の
は
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
を

抜
本
的
に
変
え
ら
れ
る
こ
と
、

稼
働
率
・
単
価
ア
ッ
プ
に
即
効

性
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　
一
方
で
、
使
用
頻
度
の
低
い

カ
ラ
オ
ケ
や
バ
ー
、
大
宴
会
場

や
平
米
あ
た
り
の
投
資
単
価
が

高
い
客
室
の
水
回
り
や
大
浴
場

へ
の
投
資
は
凍
結
さ
せ
る
く
ら

い
の
大
胆
さ
が
あ
っ
て
も
良
い

だ
ろ
う
。

　
こ
ま
め
に
料
金
を
取
る
仕
組

み　
再
生
に
成
功
し
た
あ
る
レ
ジ

ャ
ー
パ
ー
ク
は
料
金
設
定
を
細

か
く
し
、
１
０
０
円
単
位
で
売

り
上
げ
ア
ッ
プ
が
図
れ
る
よ
う

に
工
夫
し
て
い
る
。
１
日
利
用

券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
を
も
っ
て

い
て
も
、
同
じ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
ー
を
２
回
以
上
利
用
す
る
場

合
や
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
・
カ

ー
ト
を
利
用
す
る
場
合
は
、
数

百
円
の
追
加
料
金
を
顧
客
か
ら

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
１
０
０
円
単
位
の
細
か
い
料

金
設
定
を
す
る
こ
と
で
、
顧
客

の
心
象
を
悪
く
す
る
こ
と
な
く

確
実
に
客
単
価
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
が
可
能
だ
。こ
の
考
え
方
は
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
で
も
十
分
応
用

で
き
る
だ
ろ
う
。

　
客
層
に
合
わ
せ
た
投
資
グ
レ

ー
ド
設
定

　
高
所
得
層
な
ら
ば
無
垢
材
を

使
用
し
た
調
度
類
や
外
国
製
の

備
品
の
価
値
を
理
解
し
評
価
し

て
く
れ
る
だ
ろ
う
が
、
１
泊
２

食
で
２
万
円
未
満
の
客
層
で
あ

れ
ば
、
平
米
単
価
は
最
低
限
に

抑
え
な
が
ら
全
体
の
デ
ザ
イ
ン

や
雰
囲
気
づ
く
り
に
力
を
入
れ

た
ほ
う
が
顧
客
満
足
に
つ
な
げ

や
す
い
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
オ
ー
ナ
ー

の
価
値
観
や
金
銭
感
覚
で
投
資

グ
レ
ー
ド
を
決
め
る
の
で
は
な

く
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
客
層

の
嗜
好
や
生
活
レ
ベ
ル
を
想
定

し
て
決
め
た
方
が
費
用
対
効
果

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。

　
（
山
田
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
事
業
企
画
部
部
長
）

　
最
終
回
は
、
ネ
ッ
ト
で
売
れ
る
宿

泊
プ
ラ
ン
の
作
り
方
に
つ
い
て
、
実

践
で
す
ぐ
使
え
る
方
法
を
紹
介
す

る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
の
検
索
ト
レ
ン
ド

か
ら
、
世
の
中
で
は
い
ま
何
が
人
気

な
の
か
、
ユ
ー
ザ
ー
が
求
め
て
い
る

こ
と
を
察
知
し
プ
ラ
ン
を
作
る
。

　
具
体
例
と
し
て
、
グ
ー
グ
ル
ト
レ

ン
ド
を
使
い
キ
ー
ワ
ー
ド「
親
孝
行
」

を
調
べ
て
み
る
と
、
２
０
１
０
年
以

降
、
右
肩
上
が
り
で
検
索
需
要
が
増

え
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
検

索
回
数
は
１
カ
月
グ
ー
グ
ル
・
ヤ
フ

ー
合
計
１
万
２
８
０
０
回
。
検
索
者

の
年
代
は

代
、

代
、

代
が
そ

れ
ぞ
れ
約

％
、
合
計

％
。
さ
ら

に
、
「
親
孝
行
」
と
一
緒
に
検
索
さ

れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
「
親
孝
行
　

プ
レ
ゼ
ン
ト
」
「
親
孝
行
　
旅
行
」

「
親
孝
行
　
旅
行
　
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

「
親
孝
行
　
旅
行
　
温
泉
」な
ど
だ
。

　
こ
う
し
た
需
要
を
取
り
込
む
た
め

に
静
岡
県
伊
東
温
泉
の

山
や
ま
と

で
は
、
両
親
に
贈
る
旅
に
プ
ラ
ス
し

た
い
「
あ
り
が
と
う
ク
ー
ポ
ン
」
を

販
売
し
、
館
内
で
の
オ
プ
シ
ョ
ン
販

売
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
宿
泊
ギ
フ
ト
券
を
販
売
し

て
い
る
事
例
で
は
、
福
島
県
に
あ
る

裏
磐
梯
高
原
ホ
テ
ル
の
「
ご
招
待
ギ

フ
ト
～
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
～
　

大
切
な
方
に
上
質
な
時
間
の
贈
り

物
」（
１
泊
２
食
２
人
利
用
７
万
円
）

の
ギ
フ
ト
を
販
売
し
て
い
る
。

　
本
来
、
両
親
と
一
緒
に
泊
ま
り
た

い
が
、
仕
事
の
都
合
で
旅
行
に
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
人
向
け
に
、
日
頃

の
感
謝
を
込
め
て
「
旅
行
」
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
ニ
ー
ズ
を
取
り

込
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
ネ
ッ
ト
で
売
れ
る
宿
泊
プ
ラ
ン
を

作
る
た
め
に「
ど
ん
な
キ
ー
ワ
ー
ド
」

で
集
客
す
る
の
か
が
肝
に
な
る
。
検

索
さ
れ
て
い
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド
、
購

買
検
討
で
は
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、

一
生
懸
命
集
客
し
て
も
サ
イ
ト
の
ア

ク
セ
ス
数
は
増
え
な
い
。
「
検
索
需

要
が
十
分
に
あ
り
、
検
索
者
の
意
図

が
明
確
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
集
客
す

る
」
こ
と
が
基
本
だ
。
検
索
キ
ー
ワ

ー
ド
が
複
合
化
さ
れ
て
い
く
ほ
ど
、

顧
客
ニ
ー
ズ
が
明
確
に
な
っ
て
い

く
。
例
え
ば
、
「
箱
根
　
高
級
　
旅

館
　
赤
ち
ゃ
ん
」
の
よ
う
に
、
検
索

し
た
人
が
ど
ん
な
ニ
ー
ズ
を
持
っ
て

い
る
の
か
容
易
に
把
握
で
き
る
。
こ

の
場
合
、
検
索
回
数
は
少
な
い
が
、

宿
泊
予
約
の
確
率
が
高
く
な
る
。

　
ウ
ェ
ブ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

複
合
キ
ー
ワ
ー
ド
を
ロ
ン
グ
テ
ー
ル

キ
ー
ワ
ー
ド
と
呼
ぶ
。
自
社
に
と
っ

て
、
宿
泊
予
約
に
つ
な
が
る
有
益
な

ロ
ン
グ
テ
ー
ル
キ
ー
ワ
ー
ド
を
見
つ

け
る
と
い
う
視
点
も
必
要
に
な
っ
て

い
く
。
複
合
キ
ー
ワ
ー
ド
探
し
に
便

利
な
ツ
ー
ル
を
紹
介
す
る
。
「
ｇ
ｏ

ｏ
ｄ
ｋ
ｅ
ｙ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
」（http://g

oodkeyword.net/

）
は
、
検
索
さ
れ

て
い
る
関
連
キ
ー
ワ
ー
ド
を
表
示
す

る
サ
ー
ビ
ス
（
無
料
）
だ
。

　
（
コ
レ
リ
ィ
ア
ン
ド
ア
ト
ラ
ク
ト

代
表
取
締
役
）
＝
終
わ
り

　
※

月
か
ら
新
テ
ー
マ
で
掲
載
開

始
予
定
で
す
。
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ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
ホ
テ

ル
開
発
の
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン

ト
徳
島
（
徳
島
市
）
は
こ
の

ほ
ど
、
「
法
要
室
」
を
設
置

し
た
。
ホ
テ
ル
で
の
法
要
が

参
列
者
の
サ
ー
ビ
ス
や
ス
ペ

ー
ス
、
準
備
の
点
で
利
便
性

が
高
く
、
「
需
要
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
を
受
け
た
も

の
」
と
同
ホ
テ
ル
。

　
ホ
テ
ル
内
で
式
と
食
事
を

一
緒
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
要
望
に
応
じ
、

案
内
状
や
粗
供
養
品
の
手

配
、
遠
く
か
ら
来
る
人
の
宿

泊
予
約
、
各
宗
教
・
宗
派
に

応
じ
た
法
要
も
可
能
と
い

う
。

　
料
金
は
生
花
祭
壇
（
篭
花

付
き
）
が
税
・
サ
ー
ビ
ス
料

別
で
５
万
円
か
ら
。
料
理
は

５
千
円
、
６
５
０
０
円
、
８

千
円
の
３
種
類
で
、
日
本
、

西
洋
、
中
国
の
各
料
理
か
ら

選
べ
る
。

　
ビ
ッ
グ
ロ
ー
ブ
は

日
、

紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
の
色
づ
き
情

報
が
分
か
る
「
２
０
１
５
全

国
紅
葉
ガ
イ
ド
」
を
公
開
。

そ
れ
に
伴
っ
て
、
人
気
の
紅

葉
ス
ポ
ッ
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
を

発
表
し
た
。そ
れ
に
よ
る
と
、

１
位
は
東
京
の
神
宮
外
苑
い

ち
ょ
う
並
木
（
見
頃
時
期
は


月
上
旬
～

月
上
旬
）
だ

っ
た
。

　
昨
年
の
紅
葉
ガ
イ
ド
の
各

ス
ポ
ッ
ト
紹
介
ペ
ー
ジ
の
ア

ク
セ
ス
数
を
も
と
に
算
出
し

た
。
以
下
、
２
位
は
京
都
の

東
福
寺
（
同

月
中
旬
～


月
上
旬
）
、
３
位
は
青
森
の

八
甲
田
山
（
同
９
月
下
旬
～


月
下
旬
）
、
４
位
は
栃
木

の
竜
頭
ノ
滝
（
同

月
上
旬

～
中
旬
）
、
５
位
は
北
海
道

の
大
雪
山
国
立
公
園
（
同
９

月
上
旬
～

月
上
旬
）
と
な

っ
て
い
る
。

有
村
女
性
活
躍
担
当
相
（
右
）
か
ら
表
彰
さ
れ
る

草
津
町
の
黒
岩
町
長

　
ト
イ
レ
を
テ
ー
マ
に
し
た

空
間
づ
く
り
な
ど
の
優
れ
た

取
り
組
み
を
た
た
え
る
「
日

本
ト
イ
レ
大
賞
」
の
表
彰
式

が
こ
の
ほ
ど
、
東
京
・
六
本

木
の
国
立
新
美
術
館
で
あ
っ

た
。
群
馬
県
草
津
町
な
ど


件
が
受
賞
し
、
有
村
治
子
女

性
活
躍
担
当
相
か
ら
表
彰
状

を
受
け
取
っ
た
。

　
同
賞
は
暮
ら
し
や
す
い
社

会
づ
く
り
を
目
的
に
、
生
活

に
欠
か
せ
な
い
ト
イ
レ
を
通

じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
表

彰
す
る
も
の
。
今
年
創
設
さ

れ
、
全
国
か
ら
３
７
８
件
の

応
募
が
あ
っ
た
。
選
考
会
で

の
審
査
を
経
て
、
女
性
活
躍

担
当
大
臣
・
男
女
共
同
参
画

担
当
大
臣
賞
、
文
部
科
学
大

臣
賞
、
国
土
交
通
大
臣
賞
な

ど

件
が
選
ば
れ
た
。

　
草
津
町
の
「
湯
路
広
場
」

は
国
土
交
通
大
臣
賞
に
選
ば

れ
た
。
草
津
温
泉
の
シ
ン
ボ

ル
「
湯
畑
」
に
昨
年
７
月
オ

ー
プ
ン
。
棚
田
風
の
石
段
広

場
を
囲
む
木
製
回
廊
と
一
体

と
な
る
形
で
設
け
ら
れ
、
高

い
天
井
で
開
放
感
、
間
接
照

明
で
高
級
感
を
出
し
て
い

る
。芳
香
剤
な
ど
は
使
わ
ず
、

こ
ま
め
に
清
掃
す
る
こ
と
で

維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
こ

と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
羽
田
空
港
の

国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
、
新
潟
県
見
附
市
の
道
の

駅
パ
テ
ィ
オ
に
い
が
た
な
ど

が
同
賞
を
受
賞
。

　
ま
た
、
地
方
創
生
担
当
大

臣
賞
に
は
、
群
馬
県
の
「
ぐ

ん
ま
ビ
ジ
タ
ー
ト
イ
レ
認
証

制
度
」
、
高
知
県
の
「
お
も

て
な
し
ト
イ
レ
認
定
事
業
」

な
ど
３
件
が
選
ば
れ
た
。
お

も
て
な
し
ト
イ
レ
事
業
は
、

清
潔
な
お
も
て
な
し
の
心
が

感
じ
ら
れ
る
ト
イ
レ
で
観
光

客
を
迎
え
る
取
り
組
み
で
、


年
度
末
時
点
で
県
内
６
９

４
件
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　
黒
岩
信
忠
・
草
津
町
長
の

話
　
湯
路
広
場
の
ト
イ
レ
は

町
の
百
年
先
を
見
据
え
、
５

年
を
か
け
て
行
っ
て
き
た
湯

畑
再
開
発
事
業
の
中
の
独
創

的
建
物
の
一
つ
で
、
私
の
思

い
入
れ
も
強
い
も
の
が
あ

る
。そ
れ
が
高
く
評
価
さ
れ
、

本
当
に
名
誉
で
あ
り
、
大
変

う
れ
し
い
。
今
後
も
広
場
の

シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
存
在
と
し

て
、
お
客
さ
ま
の
注
目
を
集

め
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

　
【
内
井
高
弘
】

　
ク
ル
ー
ズ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

認
定
委
員
会
は
こ
の
ほ
ど
、

今
年
度
の
ク
ル
ー
ズ
セ
ミ
ナ

ー
（
Ｃ
Ｃ
コ
ー
ス
）
の
受
講

申
し
込
み
者
数
が
過
去
２
番

目
に
多
い
１
３
６
５
人
に
な

っ
た
と
発
表
し
た
。

　
会
場
別
で
は

月
２
日
開

催
の
東
京
が
７
６
１
人
、
同


日
の
神
戸
が
３
０
０
人
、

名
古
屋
１
１
９
人
、

日
の

福
岡
が
１
８
５
人
。

　
旅
行
会
社
別
に
見
る
と
、

最
も
多
い
の
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
７

６
１
人
で
、
以
下
日
本
旅
行

１
３
７
人
、
近
畿
日
本
ツ
ー

リ
ス
ト
１
２
１
人
、
阪
急
交

通
社
１
０
１
人
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は


日
、
ま
る
ふ
じ
商
事
（
岐
阜

市
、代
表
・
奥
田
日
出
男
氏
、

資
本
金
１
億
４
０
０
万
円
）

と
第
一
グ
ラ
ン
パ
レ
ホ
テ
ル

（
同
、
同
、
同
５
５
０
０
万

円
）
が
４
日
に
岐
阜
地
裁
か

ら
破
産
手
続
き
開
始
決
定
を

受
け
た
と
発
表
し
た
。
負
債

額
は
計
約

億
５
１
０
０
万

円
。

　
不
動
産
賃
貸
業
者
の
ま
る

ふ
じ
商
事
は
、
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅

前
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
兼
店

舗
ビ
ル「
グ
ラ
ン
パ
レ
ビ
ル
」

を
建
設
、
賃
貸
し
て
い
た
。

第
一
グ
ラ
ン
パ
レ
ホ
テ
ル
は

１
９
８
５
年
に
ホ
テ
ル
運
営

を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
ま
る

ふ
く
商
事
所
有
の
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
を
運
営
、
２
０
０
３

年
７
月
期
に
は
売
上
高
約
５

億
６
８
０
０
万
円
を
上
げ
て

い
た
。

　
し
か
し
、
他
の
ホ
テ
ル
と

の
競
合
な
ど
か
ら
客
室
稼
働

率
が
低
下
。
売
上
高
が
減
少

し
て
運
営
が
厳
し
く
な
っ
た

た
め
、

年
３
月
に
ホ
テ
ル

運
営
を
休
止
、
貸
し
店
舗
・

貸
し
会
議
室
で
の
運
営
と
な

っ
て
い
た
。

　
こ
の
た
め
、
不
動
産
を
所

有
・
賃
貸
す
る
ま
る
ふ
じ
商

事
も
売
上
高
が
減
少
し
、
設

備
資
金
な
ど
の
借
入
金
が
重

荷
と
な
っ
て
い
た
。
今
年
４

月
に
は
所
有
す
る
賃
貸
ビ
ル

を
売
却
。
こ
こ
に
き
て
先
行

き
の
見
通
し
も
立
た
な
い
こ

と
か
ら
、
事
業
の
継
続
を
断

念
し
た
。

　
「
賃
貸
ビ
ル
の
グ
ラ
ン
パ

レ
ビ
ル
は
新
た
に
設
立
さ
れ

た
別
会
社
に
よ
っ
て
事
業
を

継
続
し
て
い
る
」
（
帝
国
デ

ー
タ
）
。

記念撮影に応じるアンバサダー

　
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
）
は
８
日
、
８
月

日

に
認
定
し
た
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘

致
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
８
人
と

昨
年
、
一
昨
年
に
観
光
庁
が

認
定
し
た
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
」
全

人
の
交
流

と
情
報
交
換
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
「
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の

集
い
」
を
都
内
で
開
い
た
。

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
ア
ン
バ
サ
ダ

ー
４
人
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
４
人
の
ほ
か
、
観
光

庁
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
、
全
国
の
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

の
幹
部
な
ど
約

人
が
出
席

し
た
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

の
陳
隆
明
医
師
は
、
「
誘
致

成
功
事
例
の
紹
介
」
と
題
し

て
、
参
加
者
約
５
千
人
の

「
２
０
１
９
年
国
際
義
肢
装

具
協
会
世
界
大
会（
神
戸
）」

の
誘
致
が
決
定
す
る
ま
で
の

具
体
的
な
活
動
内
容
を
細
か

く
報
告
。
そ
の
上
で
、
国
際

学
会
誘
致
成
功
の
秘
訣
と
し

て
、
①
実
績
づ
く
り
（
理
事

や
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
印
象
付

け
る
）
②
国
・
地
方
自
治
体

か
ら
の
全
面
支
援
の
獲
得

（
財
政
的
安
定
を
強
調
）
③

周
到
な
ロ
ビ
ー
活
動
④
誘
致

す
る
た
め
の
チ
ー
ム
（
同
氏

の
場
合
は
、
神
戸
国
際
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
と
日
本
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
）
―
を

挙
げ
た
。
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に

対
す
る
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
は
「
入
札
書
類
の
作

成
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ
の
製
作
、
提
出
す
る
英
語

書
類
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
の
支
援
を
さ
ら
に
強

化
し
て
ほ
し
い
」
と
提
案
し

た
。

　
ビ
ジ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
大
使

の
川
島
久
男
氏
（
川
島
ア
ソ

シ
エ
イ
ツ
代
表
）
は
「
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
の
役
割
と
国
際
会

議
誘
致
～
誘
致
成
功
ま
で
の

ヒ
ン
ト
～
」
で
講
演
し
た
。

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
役
割
を

「
自
分
の
専
門
や
関
連
の
分

野
の
国
際
会
議
の
開
催
地
決

定
プ
ロ
セ
ス
に
直
接
的
あ
る

い
は
間
接
的
に
関
与
し
て
、

そ
れ
ら
の
国
際
会
議
の
誘
致

を
実
現
す
る
こ
と
」と
定
義
。

誘
致
提
案
書
の
書
き
方
に
つ

い
は
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿

っ
て
い
な
い
も
の
や
要
求
さ

れ
て
い
る
内
容
に
答
え
て
い

な
い
誘
致
提
案
書
（
ビ
ッ
ド

ペ
ー
パ
ー
）
は
採
択
さ
れ
な

い
。
会
議
開
催
の
趣
旨
、
目

的
、
要
件
を
十
分
理
解
し
、

そ
れ
に
明
確
か
つ
具
体
的
に

対
応
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」

と
指
南
し
た
。

　
ま
た
、
会
議
開
催
後
の
エ

ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
を
意
味
す

る
「
ア
フ
タ
ー
・
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン（after convention

）」

と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、

「
和
製
英
語
で
あ
り
、
外
国

人
に
は
通
じ
な
い
。
日
本
で

は
会
議
開
催
前
の
エ
ク
ス
カ

ー
シ
ョ
ン
は
行
わ
な
い
の
か

と
誤
解
を
受
け
る
可
能
性
も

高
い
」
と
指
摘
。
「
プ
レ
＆

ポ
ス
ト
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

・
ツ
ア
ー
ズ（pre & post co

nference tours

）
と
い
う
正

し
い
表
記
を
心
掛
け
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。


